
産業振興アクションプラン推進委員会について 

 

■アクションプランとは 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■推進委員会とは 

「目的」 
市民、事業者、専門家等それぞれの視点から、施策や取組に対して意見・評価を行い、
アクションプランの推進によるビジョンの実現に協力する。 

「内容」 
○アクションプラン推進事業の定性的（内容的）な評価 
○アクションプラン推進事業の定量的な目標（数値目標）に対する評価 
○アクションプラン推進事業や民間取組の進め方に対する意見・アイデアの提供 
 

 

 

資料 1 

現況調査 

（Ｈ２０） 

産業振興ビジョン 

（Ｈ２１） 

Something New 

つながりを大切に こだわりとがんばりで 
新しい価値の創造を目指す 

成長を目指す事業者の活力向上 

市民の快適な暮らしや地域社会を
支える機能の充実 

産業を活性化させる基盤づくり 

（Ｈ２２） 

産業振興アクションプラン 

≪アクションプランの基本方針≫ 

民間の主体
性を活かし
た振興策を
推進します 

「人のつなが
り」を基盤と
した産業振
興を図ります 

 

施策の費用
対効果（コスト
パフォーマン
ス）の向上を
目指します 

 

「産業価値」
に対する市
民の認知向
上を図ります 

 

市内で事業に
取り組む企業
の維持・拡大
を支援します 

≪ビジョンの基本方針≫ 

≪重点方向≫ 

10 年先の将来像 

計画期間：3～5年間 

≪重点施策≫ 

中小製造業者等に対する巡回訪問
の強化とプロジェクト化のサポート 

ビジネス交流機会の充実（サロン） 

提案公募事業の創設 

(産業活性化ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ促進事業補助金) 

民間の自発的な取組を誘発する仕
組みの整備（プロジェクト創出会議） 

茨木ブランドの創出と発信 


